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本
の
将
来
社
会
を
考
え
る
と
き
、

少
子
高
齢
化
問
題
へ
の
対
応
は
避

け
て
通
れ
な
い
。
年
金
、
医
療
な
ど
の「
高

齢
化
」
対
策
へ
の
関
心
は
非
常
に
高
い
が
、

一
方
の
少
子
化
対
策
は
、
掛
け
声
の
割
に

は
十
分
な
政
策
効
果
を
上
げ
て
い
な
い
。

先
の
八
月
衆
院
選
挙
で
子
育
て
支
援
が
大

き
な
争
点
と
な
っ
た
こ
と
は
、
一
歩
前
進

と
言
え
る
が
、
子
育
て
世
帯
へ
の
金
銭
的
な

支
援
だ
け
で
少
子
化
問
題
が
解
消
で
き
る

保
証
は
な
い
。

今
年
六
月
に
発
表
さ
れ
た
二
〇
〇
八
年

の
日
本
の
出
生
率（
合
計
特
殊
出
生
率
）は
、

一
・
三
七（
一
人
の
女
性
が
生
涯
に
産
む
子

ど
も
の
数
）と
な
り
、
三
年
連
続
で
上
昇
し

た（
〇
五
年
は
一
・
二
六
）。
少
子
化
に
歯

止
め
が
か
か
っ
た
と
の
見
方
も
あ
る
が
、
近

年
の
わ
ず
か
な
上
昇
は
、
女
性
の
晩
婚
化

と
晩
産
化
に
よ
る
一
時
的
な
変
化
に
す
ぎ

ず
、
基
調
的
な
低
落
傾
向
に
変
化
は
な
い
。

毎
年
、
出
生
率
が
二
・
〇
強
を
下
回
れ

ば
、
長
期
的
な
人
口
減
少
は
避
け
ら
れ
ず
、

日
本
の
場
合
、
二
〇
五
〇
年
に
は
総
人
口

が
一
億
人（
年
少
人
口
の
比
率
一
一
％
）に

減
る
。
少
子
化
は
、
す
で
に
始
ま
っ
た
労
働

人
口
の
減
少
を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
、
老
年

人
口
の
相
対
的
な
増
大
で
、
少
な
い
働
き

手
に
過
重
な
負
担
を
強
い
る
い
び
つ
な
社

会
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

政
府
は
こ
れ
ま
で
、
年
間
一
兆
円
以
上

の
少
子
化
対
策
予
算
を
計
上
し
、「
新
待

機
児
童
ゼ
ロ
作
戦
」や
出
産
一
時
金
増
額
、

子
育
て
特
別
手
当
の
支
給
な
ど
、
そ
れ
な

り
の
支
援
策
を
実
行
し
て
き
た
が
、
目
立

っ
た
効
果
は
な
い
。
政
府
調
査
に
よ
る
と
、

希
望
す
る
子
ど
も
数
に
達
し
な
い
男
女
に

「
子
ど
も
を
も
っ
と
増
や
し
た
い
か
」
を
聞

い
た
と
こ
ろ
、
日
本
は
五
三
％
超
が「
増
や

し
た
く
な
い
」と
回
答
。
先
進
国
の
中
で
最

も
高
い
比
率
と
な
っ
て
い
る
。

結
婚
し
な
い
男
女
が
増
え
、
結
婚
し
て

も
子
ど
も
を
生
ま
な
い
世
帯
が
増
大
す
る

背
景
に
は
、
乳
幼
児
保
育
へ
の
不
安
や
負

担
増
、
教
育
費
の
増
大
、
家
庭（
育
児
）と

仕
事
の「
両
立
支
援
」基
盤
の
未
整
備
―
―

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
挙
げ
ら
れ
る
。

政
府
の
こ
れ
ま
で
の
少
子
化
対
策
は
、

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、
児
童
手
当
や
幼
少

児
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
な
ど
に
政
策
の

重
点
が
置
か
れ
て
き
た
。「
子
ど
も
手
当
」

や
教
育
費
の
一
部
無
償
化（
民
主
党
）な
ど

も
そ
の
延
長
上
に
あ
り
、
財
政
支
援
を
手

厚
く
す
れ
ば
、
あ
る
程
度
の
効
果
は
期
待

で
き
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
金
銭
的
な
支
援
だ
け
で
出
生

率
が
回
復
す
る
保
証
は
な
い
。
若
者
や
女

性
の
就
業
支
援
、
仕
事
と
家
庭
生
活
を
両

立
で
き
る
働
き
方
の
実
現
な
ど
、
多
様
な

「
子
育
て
環
境
」
対
策
が
不
可
欠
と
な
っ
て

く
る
。

そ
の
点
、
女
性
の
有
業
率（
就
職
し
て
い

る
割
合
）と
出
生
率
変
化
の
関
係
は
一
つ
の

注
目
点
だ
ろ
う
。
調
査
に
よ
れ
ば
、
出
生

率
が
大
き
く
低
下
し
た
地
域（
東
京
、
大

阪
な
ど
ほ
と
ん
ど
の
都
市
圏
）は
、
女
性
の

有
業
率
も
低
い
と
い
う
。
日
本
で
は
、
働
く

女
性
の
約
七
割
が
出
産
、
育
児
を
理
由
に

退
職
す
る
。
仕
事
を
続
け
よ
う
と
思
え
ば
、

ど
う
し
て
も
結
婚
や
出
産
の
時
期
は
後
ず

れ
す
る
。
未
婚
率（
女
性
）や
第
一
子
出
産

年
齢
が
全
体
の
出
生
率
と
負
の
相
関
が
あ

る
と
さ
れ
る
の
は
、
こ
う
し
た
事
情
を
反

映
し
て
い
る
。

だ
と
す
れ
ば
、
仕
事
と
生
活
の
調
和
を

実
現
す
る
た
め
、
企
業
に
お
け
る
過
重
な

労
働
時
間
の
縮
減
や
育
児
休
業
制
度
の
見

直
し
な
ど
、
働
く
場
の
徹
底
的
な
環
境
改

善
こ
そ
が
少
子
化
対
策
に
つ
な
が
る
。

経
済
界
も
、
企
業
現
場
で
女
性
労
働
力

を
ど
う
活
用
し
て
い
く
か
、
出
産
、
子
育
て
、

再
就
業
の
支
援
に
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く

か
を
も
っ
と
具
体
的
に
示
す
必
要
が
あ
る
。

ド
イ
ツ
で
は
、
残
業
し
た
場
合
の「
時
間
」

を
プ
ー
ル
し
て
必
要
な
と
き
に
自
由
に
使

え
る「
労
働
時
間
口
座
」
制
が
、
多
く
の
企

業
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。

「
子
づ
れ
出
勤
」
も
可
能
な
企
業
内
保

育
施
設
の
整
備
や
、
名
ば
か
り
の
育
児
休

業
制
の
取
得
促
進
な
ど
、
企
業
が
本
当
に

子
育
て
世
帯
を
大
切
に
す
る
方
向
に
転
換

す
れ
ば
、
事
態
は
変
わ
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

少
子
化
対
策
は
、
社
会
全
体
で
対
応
し

て
い
く
と
い
う
強
い
発
想
が
な
け
れ
ば
、
成

功
し
な
い
。
政
府
に
よ
る
現
金
給
付
も
、

財
源
問
題
は
別
に
し
て
、
そ
れ
だ
け
で
は

効
果
は
長
続
き
し
な
い
だ
ろ
う
。「
多
子
世

帯
」を
大
事
に
す
る
と
い
う
な
ら
、
将
来
の

年
金
給
付
と
リ
ン
ク
さ
せ
て
、
子
ど
も
の
い

る
世
帯
に
は
受
給
権
発
生
年
限
を
短
く
し

た
り
、
給
付
額
を
上
乗
せ
す
る
と
い
っ
た
、

「
高
齢
化
対
策
」と
リ
ン
ク
さ
せ
る
方
法
も

考
え
ら
れ
よ
う
。

子
ど
も
を
育
て
る
の
は「
社
会
」全
体
の

国
力
―
―
と
い
う
の
が
、
今
や
先
進
国
共

通
の
認
識
だ
。
カ
ネ
を
ば
ら
ま
く
だ
け
で

あ
と
は
知
ら
な
い
、
と
い
う
少
子
化
対
策
で

は
、
変
化
は
望
め
な
い
だ
ろ
う
。

少
子
化
対
策
の
行
方
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